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9 月の気象概況 

 
2 日は、前線が山陰沖に停滞し、南から暖かく湿った空気が入りました。このため、明け方

に CIG の低下で、一時的に IMC となりました。 

3 日は、前線が日本海から関東地方に停滞し、南から暖かく湿った空気が入りました。この

ため、明け方から朝にかけて CIG の低下で、一時的に IMC となりました。 

4 日から 5日は、前線が日本海に停滞し、大気の状態が不安定となりました。このため、4

日明け方から断続的に積乱雲を観測し、夜のはじめ頃からは空港周辺で雷を観測しました。ま

た、夜遅くから5日明け方にかけて雨の強まりやもやによるVISの悪化で、IMCとなりました。

その後も夜遅くにかけて断続的に積乱雲を観測しました。 

6 日は、太平洋高気圧の縁を回る暖湿気が流入し、大気の状態が不安定となりました。この

ため、未明から明け方にかけて空港周辺で断続的に雷を観測しました。 

9 日は、台風第 15 号が伊豆諸島から関東地方南部を北北東へ進みました。このため、未明

に 25kt 前後の西よりの風が吹きました。 

11 日は、低気圧が東北地方を東進し、中心からのびる前線が本州を南下しました。このた

め、大気の状態が不安定となり、昼過ぎから夕方にかけて積乱雲が空港の北から南へ通過し、

雷を観測しました。また、雨の強まりによる VIS の悪化で、一時的に IMC となりました。 

20 日から 21 日は、前線が日本の南に停滞し、前線帯の雲域が西日本から東日本に停滞しま

した。このため、20 日夜遅くから 21 日未明にかけて雨の強まりによる VIS の悪化で、一時的

に IMC となりました。 

22 日から 23 日は、台風第 17 号が九州の西から山陰沖に進み、23 日朝には日本海で温帯低

気圧となりました。このため、22 日夕方から 23 日朝にかけて南東の風がガストを伴って 25kt

前後となり、22 日夕方には 35kt を観測しました。 

 

 
＊VMC（有視界気象状態）：有視界気象状態とは、航空法施行規則第5条の定める、飛行中又は飛行場に離着陸しようとする

航空機の視界上良好な気象状態を言います。有視界気象状態より視界上不良な気象状態を計器気

象状態と言います。 計器気象状態では、計器飛行方式（IFR）でなければ飛行できず、計器飛行

方式で飛行するにふさわしい航空用機器を搭載していない航空機では、有視界気象状態の場合に

しか飛行できません。 有視界気象状態のうち、飛行場に離着陸しようとする航空機の飛行の限

界とする気象状態 （視程1,500m、5,000m、雲量が 5/8以上の最低雲層の高さ 300m）を特別観測

の実施基準の一つとして採用しています。 

＊IMC（計器気象状態） ：有視界気象状態を除く気象状態を言います。 

＊VIS （卓越視程）   ：地平面の全方向の視程を観測したとき、地平面の半分（＝180 度）以上の範囲に共通した最大水

平視程を言います。 

＊CIG（シーリング）  ：雲の観測で、雲量が BKN 以上あるときの雲底の高さをいいます。雲の観測は雲量を 8分量（全天）

で観測しています。 

（雲量は、SKC：0、FEW：1～2、SCT：3～4、BKN：5～7、OVC：8） 
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9 月 11 日の積乱雲に伴うガストフロントについて 
 

9 月 11 日午後にセントレアで雷を観測しましたが、この時

にガストフロントも同時に観測しました。 

 

ガストフロントとは、積乱雲の下で形成された冷たい（重い）

空気塊が下降して、地面付近に流れ出すことによって発生する

現象で、雲の形状に変化が見られるほか、気温や風向・風速の

変化を伴います（第 1図）。 

 

 

 

 

                             

・概況 
11 日 15 時（日本時間、以下同様）の速報天気図を第 2

図に示します。 

前線を伴った低気圧が東北地方北部を東へ進み、東海

地方には南から暖かく湿った空気が流入し、大気の状態

が不安定となっていました。このため、積乱雲（以下、

CB）が発生し、セントレアでは 13 時 3 分から 15 時 15 分

にかけて、雷を観測しました。 

 

・セントレアでの運航などへの影響 

セントレアを離着陸する航空機の定期便に欠航やダイ

バートはありませんでしたが、15 時から 15 時 30 分にか

けて、ハンドリングの停止がありました。 

 

・セントレアの気象経過 

当日は 14 時から 19 時にかけて、セントレアの直上で雷電（以下、TS）が予想されていま

した。 

画像 1から画像 7にドップラーレーダー（以下、DRAW）で観測されたレーダーエコー強度

を示します。12 時 30 分頃からセントレアの北西 60km（滋賀と三重の県境付近）で発生した

CB が南東へ進み、13 時 30 分には北西 50km 付近に、14 時には北西 20km 付近まで近づきま

した（画像 1、2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像 1 13 時 31 分           画像 2 13 時 59 分 

はセントレア 

第 2図 速報天気図（11 日 15 時） 

第 1図 ガストフロントの 

模式図 
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14 時 3 分には TS を観測し、特別観測（SPECI 報）を通報しました（画像 3）。 

その後は電光（LIGHTNING）も頻繁に起こり始め、セントレアの西 30km 付近では新たな

CB が発生しました。14 時 30 分には降水を観測し、北西から北および南西の 2方向で並みの

強さの TS を観測しました（画像 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像 3 14 時 3 分           画像 4 14 時 30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像 5 14 時 41 分           画像 6 15 時 00 分 

 

14 時 30 分過ぎから 15 時過ぎまで発達した CB が空港付近を通過し（画像 5、6）、セント

レアの直上で TS を観測しました。 

15 時 15 分には TS は終了し、セントレアを通過した CB は急速に弱まりましたが、セント

レアの南西 40km 付近で新たな CB が発生し、伊勢湾口から志摩半島へ進みました（画像 7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像 7 15 時 59 分         レーダーエコー強度の凡例 
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11 日 12 時から 18 時までのセントレアにおける気象経過を第 3図に示します。 

31℃前後の気温がガストフロントの接近、通過に伴い、14 時 42 分頃から次第に下がり始

め、15 時には約 27℃となりました。風向は 14 時 43 分から 45 分にかけて、南西から北西の

風に変わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
12            13             14            15            16             17        （JST） 

   第 3 図セントレアでの気象経過（11 日 12 時から 18 時まで） 

 

・ガストフロントの通過（雲の動向、気温・風向の変化） 

セントレアに CB が接近するにつれ、視界内降水（観測所では降水はないが、目視で降水

が確認できる）が確認できるとともに、ガストフロントに対応するどんよりとした線状の雲

域が次第に接近してくる様子が撮影できました。 

14 時 21 分にはセントレア北西側の空が暗くなり（写真 1-1）、14 時 27 分には降水を伴

う線状の雲域が接近していることが確認できました（写真 1-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-1 14 時 21 分（北西側）       写真 1-2 14 時 27 分（北西側） 

 

 

 

 

 

 

 

風向風速（kt） 

視程（m） 

雲高（ft） 

大気現象 

気温・露点温度（℃） 

気圧（hPa） 
ガストフロントが通過 

降水 

ガストフロントに対応する雲域 
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14 時 32 分から 14 時 40 分にかけて、線状の雲域が接近し（写真 1-3～6）、14 時 45 分頃に

はセントレアの上空を通過していく様子が見られました（写真 1-7～9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-3 14 時 32 分（北西側）       写真 1-4 14 時 36 分（北西側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-5 14 時 39 分（北西側）       写真 1-6 14 時 40 分（北西側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-7 14 時 41 分（西側）        写真 1-8 14 時 43 分（西側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-9 14 時 45 分（南西側）    写真 1-10 15 時 15 分（南側に発生した CB） 
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・DRAW（ドップラーレーダー）での観測 

ガストフロントに対応する雲域が接近、通過時の 14 時 35 分から 14 時 45 分にかけて、低

層ウインドシアー情報文の WSA（ウインドシアーアラート）が滑走路 18 側の FNL（到着）や

滑走路 36 側の DEP（出発）、および滑走路上で、MBA（マイクロバーストアラート）が RWY36

の DEP で観測されました。 

 

1435 18A WSA 26kt- 3nm FNL →  

1436 36D WSA 23kt- 2nm DEP 

1437 36D WSA 26kt- 2nm DEP 

1439 36D WSA 24kt- 2nm DEP 

1439 36D WSA 26kt- 2nm DEP 

1441 36D WSA 29kt- 1nm DEP 

1442 36D MBA 30kt- 1nm DEP →  

1443 36D WSA 29kt- 1nm DEP 

1444 36  WSA 27kt- RWY 

1445 36  WSA 24kt- RWY 

 

※低層ウインドシアー情報文は、DRAW で検出した SL（シアーライン）や MB（マイクロバー

スト）をもとに、航空局システムで「ウインドシアー情報文」を作成し、管制塔や民間航

空会社へ提供、パイロットに通報される情報です。ウインドシアー情報文は、WSA と MBA

の 2 種類があり、航空機の安全運航にとって大変有効な情報のひとつです。 

WSA：向かい風成分の減少量が 20kt 以上 30kt 未満、または向かい風成分の増加量が 20kt

以上 

MBA：向かい風成分の減少量が 30kt 以上 

 

DRAW 画像（ドップラー速度）を第 4-1 図から第 4-4 図に示します。寒色系はレーダーサイ

トに近づく風、暖色系は遠ざかる風を意味します（寒色系では緑色より青色の方が強い）。 

14 時 16 分頃には北西から北側 10 から 15km でセントレアに近づく緑色の領域（円で囲ま

れている部分）があり、その先端部分には青色の強風域も見られます（第 4-1 図）。 

これらが時間とともに更にセントレアに近づく様子が見られることから（第 4-2、3 図）、

青色の領域がガストフロントの先端と考えられます。また、先の写真で示しました時間帯と

も概ね、合致しています。 

14 時 45 分頃にはセントレアの直上で MB（マイクロバースト：第 4-4 図）が検出されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4-1 図 14 時 16 分 17 秒       第 4-2 図 14 時 36 分 36 秒 

 

「14 時 35 分に滑走路 18 の到着側 3nm で、対気速度

が最大 26ktLOSS（減少）の WSA が観測されている」

という意味です。 

「14 時 42 分に滑走路 36 の出発側 1nm で、対気速度

が最大 30ktLOSS（減少）の MBA が観測されている」

という意味です。 

 



より安全に。より快適に。空の監視。 

Ｃｈｕｂｕ Ａｖｉａｔｉｏｎ Ｗｅａｔｈｅｒ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｃｅｎｔｅｒ  中部航空地方気象台 
 

- 7 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4-3 図 14 時 42 分 22 秒      第 4-4 図 14 時 44 分 56 秒 

 

 

 

 

 

 

                        ドップラー速度データの凡例 

 

・過去の不安定性の顕著現象事例（参考） 

セントレアでは、2014 年 9 月 11 日の 10 時 51 分から 10 時 57 分にかけて、空港の S側 8km

でろうと雲（FC）を観測しています（写真 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          写真 2 2014 年 9 月 11 日の FC 

 

・まとめ 

セントレアでは、これまでスコール（SQ）などの顕著な大気現象を観測することはありま

すが、今回のように明瞭なガストフロントが空港付近で観測されることは、前項（参考）で

取りあげました顕著現象と併せて非常に稀な現象であり、航空機への運航に大きな影響を与

えます。 

気象台では、航空機の運航に影響のある重要な現象は見逃さず、雲の動向などにも注意を

払い、的確な観測通報を行ない、情報提供に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

FC 
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９月の警報・情報の発表状況 
 

令和元年9月

雷 4   19:00 (発表)

雷 4   19:41 (更新)

雷 4   23:36 (更新)

雷 5   02:34 (更新)

雷 5   08:34 (解除)

雷 5   12:40 (発表)

雷 5   14:36 (更新)

雷 5   16:34 (解除)

雷 5   22:27 (発表)

雷 6   00:00 (解除)

雷 6   00:52 (発表)

雷 6   03:17 (更新)

雷 6   06:00 (解除)

ウィンドシアー 8   19:16 (発表)

ウィンドシアー 9   00:38 (更新)

ウィンドシアー 9   04:41 (解除)

雷 11   13:44 (発表)

雷 11   16:32 (解除)

ウィンドシアー 18   10:12 (発表)

ウィンドシアー 18   11:41 (解除)

ウィンドシアー 18   18:38 (発表)

ウィンドシアー 18   20:38 (解除)

ウィンドシアー 21   12:45 (発表)
ウィンドシアー 21   14:00 (解除)
ウィンドシアー 21   15:16 (発表)
ウィンドシアー 21   17:34 (更新)
ウィンドシアー 21   21:40 (更新)
ウィンドシアー 22   02:13 (更新)
ウィンドシアー 22   08:13 (解除)
ウィンドシアー 22   15:57 (発表)

強風 22   17:49 (発表)
ウィンドシアー 22   17:50 (解除)
ウィンドシアー 22   19:39 (発表)

強風 22   19:41 (解除)
ウィンドシアー 23   01:15 (更新)

強風 23   04:16 (発表)

ウィンドシアー 23   04:21 (解除)

ウィンドシアー 23   07:25 (発表)

強風 23   07:29 (解除)

ウィンドシアー 23   10:13 (解除)

ウィンドシアー 23   13:39 (発表)

ウィンドシアー 23   15:09 (解除)

警報種類  日時(JST)
発表

解除等
情報種類  日時(JST)

発表
解除等

飛 行 場 警 報 飛行場気象情報

 
 
警報・情報の種類を変更して発表を継続する場合は（切替）とし、同じ種類の警報・情報を継続して発表する

場合は（更新）と表記します。また、月末から翌月初日にかけて警報・情報が発表されている場合は、一連の

ものとして、解除日まで記載しています。 発表状況の時刻は日本標準時（JST）で表記しています。 
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※「航空気象観測月表」のデータに付加する記号の意味 
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